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１【半期報告書の訂正報告書の提出理由】 

平成 16 年５月 18日に提出いたしました第 40期中（自 平成 15年 9月１日 至 平成 16年２月 29日）

半期報告書のうち一部に訂正を要する箇所がありましたので、これを訂正するため半期報告書の訂正報告

書を提出するものであります。 

 

 

２【訂正事項】 

第一部 企業情報 

第２ 事業の状況 

１ 業績等の概要 

（１）業績 

 

第５ 経理の状況 

１ 中間連結財務諸表等 

（１）中間連結財務諸表 

注記事項 

（セグメント情報） 

事業の種類別セグメント情報 

 

３【訂正箇所】 

訂正箇所は＿罫で示しております。 

 

 

 

第一部 【企業情報】 

第２ 【事業の状況】 

１ 【業績等の概要】 

（１）業績 

 

 

（訂正前） 

＜前略＞ 

＜カラオケ事業＞ 

 カラオケ事業は、機器の販売による収益のみならず、機器を設置しているお客様より、毎月、新曲の配

信収入を得るというビジネスモデルであり、設置端末数の拡大が収益に大きな影響を及ぼします。㈱ユー

ズ・ビーエムビーエンタテイメントの連結子会社化に伴い、グループとしての結束力を更に強固なものと

し、シェアの拡大に努めております。 

 このような状況の中、当中間期の売上高は130億１千６百万円（前年同期比247.9％増）、営業利益は13

億１千万円（同77.1％増）となりました。 

 なお、カラオケボックス運営事業につきましては、従来「店舗事業」に区分しておりましたが、平成15

年８月に同事業を連結子会社である㈱ユーズ・ビーエムビーエンタテイメントに譲渡したことに伴い、当

中間連結会計期間より「カラオケ事業」に含めて表示しております。これによる影響については、「セグ
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メント情報に関する注記」に記載しております。なお、売上高ならびに営業利益の前年同期比につきまし

ては、当該変更を考慮しておりません。 

＜中略＞ 

 

＜その他事業＞ 

 その他事業においては、放送事業における業務店顧客に対し、店舗運営の支援となる商材やサービスの

提供を行なっております。具体的には、電話のマイラインサービス提供や、各種音響・映像機器の販売や

設置等があります。 

 当期の売上高は16億５千２百万円（前年同期比67.6％増）、営業利益は１億９千２百万円（同27.8％減）

となりました。 

 

 

（訂正後） 

＜前略＞ 

＜カラオケ事業＞ 

 カラオケ事業は、機器の販売による収益のみならず、機器を設置しているお客様より、毎月、新曲の配

信収入を得るというビジネスモデルであり、設置端末数の拡大が収益に大きな影響を及ぼします。㈱ユー

ズ・ビーエムビーエンタテイメントの連結子会社化に伴い、グループとしての結束力を更に強固なものと

し、シェアの拡大に努めております。 

 このような状況の中、当中間期の売上高は130億１千６百万円（前年同期比247.9％増）、営業利益は13

億２千３百万円（同78.8％増）となりました。 

 なお、カラオケボックス運営事業につきましては、従来「店舗事業」に区分しておりましたが、平成15

年８月に同事業を連結子会社である㈱ユーズ・ビーエムビーエンタテイメントに譲渡したことに伴い、当

中間連結会計期間より「カラオケ事業」に含めて表示しております。これによる影響については、「セグ

メント情報に関する注記」に記載しております。なお、売上高ならびに営業利益の前年同期比につきまし

ては、当該変更を考慮しておりません。 

＜中略＞ 

 

＜その他事業＞ 

 その他事業においては、放送事業における業務店顧客に対し、店舗運営の支援となる商材やサービスの

提供を行なっております。具体的には、電話のマイラインサービス提供や、各種音響・映像機器の販売や

設置等があります。 

 当期の売上高は16億５千２百万円（前年同期比67.6％増）、営業利益は１億８千万円（同32.6％減）と

なりました。 
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第５ 【経理の状況】 

１ 【中間連結財務諸表等】 

（１）【中間連結財務諸表】 

注記事項 

（セグメント情報） 

【事業の種類別セグメント情報】 

 

 

 

 

 

 

当中間連結会計期間 (自　平成15年9月1日　至　平成16年２月29日）
（訂正前）

放送事業
(百万円)

ブロード
バンド事

業
(百万円)

店舗事業
(百万円)

カラオケ
事業

(百万円)

インター
ネット事

業
(百万円)

その他事
業

(百万円)

計
(百万円)

消去又は
全社

(百万円)

連結
(百万円)

Ⅰ 売上高

（1）外部顧客に対する売上高 32,232 5,136 1,475 13,016 903 1,652 54,417 - 54,417

（2）セグメント間の内部売上高
又は振替高

- - - - - - - - -

計 32,232 5,136 1,475 13,016 903 1,652 54,417 - 54,417

営業費用 25,129 11,419 1,477 11,705 720 1,459 51,913 1,068 52,981

営業利益又は営業損失(△) 7,102 △ 6,283 △ 2 1,310 183 192 2,504 △ 1,068 1,435

（注）　＜略＞

（訂正後）

放送事業
(百万円)

ブロード
バンド事

業
(百万円)

店舗事業
(百万円)

カラオケ
事業

(百万円)

インター
ネット事

業
(百万円)

その他事
業

(百万円)

計
(百万円)

消去又は
全社

(百万円)

連結
(百万円)

Ⅰ 売上高

（1）外部顧客に対する売上高 32,232 5,136 1,475 13,016 903 1,652 54,417 - 54,417

（2）セグメント間の内部売上高
又は振替高

- - - 35 - 22 58 △ 58 -

計 32,232 5,136 1,475 13,052 903 1,675 54,475 △ 58 54,417

営業費用 25,129 11,419 1,477 11,728 720 1,495 51,971 1,010 52,981

営業利益又は営業損失(△) 7,102 △ 6,283 △ 2 1,323 183 180 2,504 △ 1,068 1,435

（注）　＜略＞


